
近
畿
地
方
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
三
十
三
回
） 

「
高

た

か 
 

 
 

屋や

」 

ぬ
ば
た
ま
の 

夜
霧

よ

ぎ

り

は
立
ち
ぬ 

衣
手

こ
ろ
も
で

の 

高
屋

た

か

や

の
上う

へ

に 
棚
引

た

な

び

く
ま
で
に 

作 

者 

舎
人

と
ね
り
の

皇
子

み

こ

（
卷
九―

一
七
〇
六
） 

（
解
説
）
夜
霧
が
立
ち
こ
め
て
い
る
。
高
屋
の
上
に
横
に
長
く
か
か
る
ほ
ど

に
立
っ
て
い
る
こ
と
だ
。 

〇

「
ぬ
ば
た
ま
の
」
は
「
夜
・
夕
・
暗
き
」
等
の
枕
詞
。 

〇

「
衣
手
」
は
高
屋
に
か
か
る
枕
詞 

〇

「
棚
引
く
」
は
霧
が
薄
く
横
に
長
く
引
く
。 

〇

題
詞
は
「
舎
人
の
御
歌
一
首
」
と
な
っ
て
い
る
。
舎
人
皇
子
は
天
武
天
皇

の
第
三
皇
子
。 

〇
「

高
屋
」
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
る
が
一
般
的
に
は
飛
鳥
か
ら

眺
め
ら
れ
、
藤
原
京
か
ら
望
め
る
飛
鳥
の
東
方
で
奈
良
県
桜
井
市
の
「
高
家

た

い

え

」

の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

〇

高
家
は
奈
良
県
の
中
北
部
、
桜
井
市
の
南
部
に
あ
る
山
「
御
破
裂
山

ご

は

れ

つ

や

ま

（
標

高
六
一
九
メ
ー
ト
ル
）」
の
南
斜
面
一
帯
の
地
で
あ
る
「
多
武

と

う

の

峰 み
ね

」
と
飛
鳥

の
ち
ょ
う
ど
中
間
ぐ
ら
い
に
位
置
す
る
標
高
お
よ
そ
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に



あ
る
山
村
で
高
地
の
山
腹
に
傾
斜
を
う
ま
く
つ
か
っ
て
数
十
軒
の
家
が
、
か

た
ま
っ
て
建
っ
て
い
る
。 

〇
歌
に
う
た
わ
れ
て
い
る
「
高
屋(

現
・
高
家)

」
か
ら
は
、
山
の
左
手
前
に

は
甘
樫
丘
が
、
さ
ら
に
眼
下
に
は
藤
原
京
の
一
角
が
望
む
こ
と
が
で
き
る
。 

（
参
考
文
献
）
犬
養
孝
著
「
万
葉
の
旅
」・
佐
々
木
信
綱
著
「
万
葉
辞
典
」・
一
般
社
団

法
人
桜
井
市
観
光
協
会
編
・
明
日
香
村
村
史
等 

（
写
生
地
）
高
家
集
落
の
北
側
道
路
か
ら
白
壁
が
多
く
見
ら
れ
る
「
高
家
集

落
（
桜
井
市
）」
と
そ
の
前
方
に
は
棚
田
な
ど
が
続
く
風
景
を
描
く
。（
杏
花
） 

 


